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　東日本大震災から2年が経過しました。被害がなかったあるいは軽微だった地域では、残念ながらこの震災

が徐々に過去の出来事になりつつある感は否めない一方で、被災者の方々の心にはまだまだ深い傷が癒え

ずに残っているのが現実です。中でも幼い子どもを亡くされたご家族の方々や、子どもたちが通っていた保育

園・幼稚園・小学校等の先生方の中には日常生活に戻ることさえままならない方も少なくありません。

　東日本大震災は、10歳未満の子ども約400名の命を奪いました。これは、国内の平均的な小学校の全校

児童の数とほぼ同じ数です。すなわち、数の上ではとある小学校１校が丸ごと児童を失ったことと同等である

ことを意味し、今も心の傷に苦しんでおられる方が多数いらっしゃることは想像に難しくありません。

　近未来に日本のどこかに必ずやってくるであろう大地震から、一人でも多くの子どもの命を守るためには、

今、この未曽有の大震災の体験を通して得られた貴重な知恵を後世に伝えておくことが大切です。

　このような課題認識の下、弊社では、社内プロジェクトチームを結成し、ワークショップを通じて宮城県内の保

育施設・児童施設の先生方から東日本大震災の体験談を伺うとともに、被災した保護者の方々へのアンケート

調査を実施しました。これらの活動から得られた「子どもを守るための知恵」をまとめたのが、本小冊子です。

　いつ起きるかわからない地震対策は、ときにそこまで対応しなくてもと反対されることもあるでしょう。しかし、

実際に地震が発生して、多くの命を失ってから、なぜやっておかなかったのかと後悔するよりもはるかに意味が

あります。

　東海・東南海地震に限らず、我が国の周辺には、今後30年以内に50%以上の確率で発生すると言われ

ている海溝型地震は、各地に多数存在します。すなわち、津波を伴う大地震はいつ起きてもおかしくない状況

なのです。

　少子高齢化の進む我が国において、国の未来を担う子どもたちを災害から守ることは、我が国の将来を守

ることでもあります。「いつ起きるかわからない」ではなく、「いつ起きてもおかしくない」状況であることを肝に銘

じて、今、東日本大震災の経験から、1つでも多くの知恵を学び、この国の将来を守るために、子どもたちを守って

いく環境の構築に向けて、是非社会全体で取組みが進展することを切に願います。

１．保護者アンケート
（1）調査方法：インターネットによるアンケート調査
（2）実施時期：2013年2月 
（3）調査対象：東日本大震災で被災し、当時小学生以下の子どもとともに避難生活をされた保護者
（4）有効回答数：206人（自宅以外での避難者103人、自宅避難者103人）

２．保育施設・児童施設でのワークショップ
（1）実施方法：5～8名単位のグループディスカッション
（2）実施時期：2012年11月末～12月初
（3）参加対象：宮城県内の保育施設・児童施設の園長・所長から主任教諭までの役職員
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家具の配置の見直しや耐震化（固定など）をしましょう
その1 地震では、建物が無事でも家の内部が大きな被害を受けることがあります。家具が倒れた

り、家電製品などが落下したり、また、割れた食器やガラスなどが散乱し屋外への避難を妨
げることもあります。建物の耐震化はもちろんのこと、内部の耐震化策をあらためて見直し
ましょう。

１．寝室や子供部屋は「すっきり」と！
　子どもが遊んでいるときや就寝中に地震が発生したら、周辺の家具が「凶器」に変わります。寝室や
子ども部屋には背の高い家具（または重心の高い家具）を置かないようにしましょう。

２．背の高い家具はしっかり固定！
　家事の主戦場である台所の冷蔵庫、食器棚、家族でくつろぐ居間にある背の高い家具などは倒れてく
ると大変危険です。家具と天井との間に突っ張り棒を設置する、Ｌ字金具で壁に固定するなどで転倒を防
ぐようにしましょう。

３．重いものの下には滑り止め！
　液晶テレビや電子レンジはそれ自体にかなりの重量があります。地震による大きな揺れでこれらの重量
物が「滑り出す」、「飛び出す」こともあります。ある程度の重さがある家電製品の下には滑り止めを敷く
（または耐震パッドを貼る）ようにしましょう。

４．避難導線は常に確保！
　いざ避難しなければならなくなったら、一秒でも早く逃げることが大事です。そのためにも部屋や玄関
などの出入り口付近には家具や割れ物を置かない（靴にガラス片が入ると避難時にケガをする危険性が
ある）ようにしましょう。

５． 扉はしっかり耐震ロック！
　食器、おもちゃ、洋服などを収納している棚、タンス、キャビネット
などの扉が激しい揺れで開いてしまうと、収納物が勢いよく「飛び出
して」大ケガをするかもしれません。観音扉には開放防止用の耐震
ロックを付けるようにしましょう。

　これらの耐震化にはお金がかかりますが、優先度の高いことから
少しずつでも実行するようにしましょう。また、専門知識を持つ建築・
家具・家電メーカーなどへ問い合わせをし、効果的な対策のアイディア
を得ることもお勧めします。

【アンケート調査からの声】
●家具の転倒防止をやっていなかった家具は全て倒れた。
　（女性  37歳  専業主婦）

【お役立ち情報】
●総務省消防庁ＨＰ
　http://www.fdma.go.jp/html/life/kagu1.html
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【地震編】

　　その１　家具の配置の見直しや耐震化（固定など）をしましょう

　　その２　家族間で災害が起こったときの対応を決めておきましょう

　　その３　家族で災害対応の基本を学びましょう

　　その４　避難生活に役立つ備品を準備しましょう

　　その５　子どものための備品を準備しましょう

　　その６　自宅周辺地域での防災コミュニケーションを「密」にしましょう

　　その７　「万が一の費用」のために損害保険をうまく活用しましょう

　　その８　「正しい」情報を収集しましょう

　　その９　必要なものを持ち出しましょう

　　その１０　心のケアを考えましょう

【津波編】

　　その１　避難場所、避難ルートを確認しておきましょう

　　その２　家族の間で避難ルールを決めておきましょう　

　　その３　持ち出し品の優先順位を決めておきましょう　

　　その４　地域の連携を大切にしましょう

　　その５　取り決めにこだわりすぎず、柔軟な状況判断を大切にしましょう
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　東日本大震災から2年が経過しました。被害がなかったあるいは軽微だった地域では、残念ながらこの震災

が徐々に過去の出来事になりつつある感は否めない一方で、被災者の方々の心にはまだまだ深い傷が癒え

ずに残っているのが現実です。中でも幼い子どもを亡くされたご家族の方々や、子どもたちが通っていた保育

園・幼稚園・小学校等の先生方の中には日常生活に戻ることさえままならない方も少なくありません。

　東日本大震災は、10歳未満の子ども約400名の命を奪いました。これは、国内の平均的な小学校の全校

児童の数とほぼ同じ数です。すなわち、数の上ではとある小学校１校が丸ごと児童を失ったことと同等である

ことを意味し、今も心の傷に苦しんでおられる方が多数いらっしゃることは想像に難しくありません。

　近未来に日本のどこかに必ずやってくるであろう大地震から、一人でも多くの子どもの命を守るためには、

今、この未曽有の大震災の体験を通して得られた貴重な知恵を後世に伝えておくことが大切です。

　このような課題認識の下、弊社では、社内プロジェクトチームを結成し、ワークショップを通じて宮城県内の保

育施設・児童施設の先生方から東日本大震災の体験談を伺うとともに、被災した保護者の方々へのアンケート

調査を実施しました。これらの活動から得られた「子どもを守るための知恵」をまとめたのが、本小冊子です。

　いつ起きるかわからない地震対策は、ときにそこまで対応しなくてもと反対されることもあるでしょう。しかし、

実際に地震が発生して、多くの命を失ってから、なぜやっておかなかったのかと後悔するよりもはるかに意味が

あります。

　東海・東南海地震に限らず、我が国の周辺には、今後30年以内に50%以上の確率で発生すると言われ

ている海溝型地震は、各地に多数存在します。すなわち、津波を伴う大地震はいつ起きてもおかしくない状況

なのです。

　少子高齢化の進む我が国において、国の未来を担う子どもたちを災害から守ることは、我が国の将来を守

ることでもあります。「いつ起きるかわからない」ではなく、「いつ起きてもおかしくない」状況であることを肝に銘

じて、今、東日本大震災の経験から、1つでも多くの知恵を学び、この国の将来を守るために、子どもたちを守って

いく環境の構築に向けて、是非社会全体で取組みが進展することを切に願います。

１．保護者アンケート
（1）調査方法：インターネットによるアンケート調査
（2）実施時期：2013年2月 
（3）調査対象：東日本大震災で被災し、当時小学生以下の子どもとともに避難生活をされた保護者
（4）有効回答数：206人（自宅以外での避難者103人、自宅避難者103人）

２．保育施設・児童施設でのワークショップ
（1）実施方法：5～8名単位のグループディスカッション
（2）実施時期：2012年11月末～12月初
（3）参加対象：宮城県内の保育施設・児童施設の園長・所長から主任教諭までの役職員
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取り決めにこだわりすぎず、柔軟な状況判断を大切にしましょう
その5 津波に備えて、保育施設・児童施設との間での迎えルール、連絡ルールを決めておいたり、

家族との間で避難方法を検討しておくことは大切です。しかし、実際には事前に思っていた
とおりにはならないものです。事前の取り決めにこだわりすぎず、実際の状況に応じて柔軟
に、まずは各々の命を守ることを最優先に対応しましょう。

１．迎えルール？　それとも「津波てんでんこ」？
　たびたび津波被害にあってきた三陸地方では、「津波てんでんこ」（“津波が来たら自分の命を守るため
にてんでんばらばらに逃げなさい”）の考え方が存在します。すなわち、子どもを迎えに行ったり、家族で集
合した後に一緒に避難したりするのではなく、それぞれがまっさきに避難する、というのが津波避難の基
本原則とされています。
　他方で、多くの保育施設・児童施設では、大地震発生の際にはすぐに保護者が迎えに行くというルール
が定められており、「何としてでも迎えに行かなければ」と考えている方も多いようです。
　東日本大震災の際の様子をうかがった宮城県の保育施設の多くでは、すぐに迎えに来た保護者への引
渡しを行った後に、残された子どもを連れて避難をしていました。また、「もし、保護者に引渡すことなく子
どもたち全員を伴って避難していたとしたら、はたして無事に避難できたかどうか疑問である」という声も
ありました。他方で、保育施設の職員と子どもたちが避難した後に、迎えに来た保護者が津波被害に遭わ
れた事例もみられました。
　何が正解かは難しいところですが、ある程度の判断力があり自ら走ることのできる小学生以上の子ども
については、保護者の迎えよりもそれぞれが避難する「津波てんでんこ」を基本とする、小学生未満の子
どもの場合は、地震発生後、すぐに迎えに行ける場合は直ちに引き取ってそのまま避難することとし、難し
い場合にはそれぞれに避難するなど、その時々の状況に応じた柔軟な対応を行う必要があるでしょう。な
お、迎えに行く場合は、必ずそのまま一緒に避難しましょう。もう一度家に帰ってから、赤ちゃんとおばあ
ちゃんを連れて・・・とは考えないことが大切です。

２．自動車避難は厳禁？
　東日本大震災では、多くの方が自動車により避難したため渋滞が発生、身動きが取れなくなり、津浪被
害に遭ったという方も多くみられました。避難場所と避難に要する時間を勘案した上で、自動車を利用しな
いでも避難できる方法があるのであれば、徒歩、自転車などで避難するのが津波避難の基本です。
　しかしながら、地域によっては、近隣に高台や高い建物がなく、遠くにある避難場所まで避難しなければ
ならないケースもあります。このような地域で乳幼児を連れて徒歩避難すれば、津波の到達前に避難場所
に着くことが難しいことも想定されます。このような条件の場合、自動車による避難は絶対にダメというこ
とではありません。避難場所と避難ルート、所要時間、社会パニックとこれに伴う渋滞の可能性等を勘案し
て、それでも自動車による避難が最も合理的と考えられるのであれば、自動車による避難も重要な選択肢
となります。
　ただし、渋滞等により身動きがとれなくなったら、自動車を放棄することもいとわないこと、そして放棄し
て避難する際には、後ろの人への妨げとならない場所を選び、鍵は必ず付けたまま、車検証を持って避難
することを徹底することが大切です。

【ワークショップからの声】
●原則通り徒歩で避難を始めたものの、途中で保護者の方に自動車での分乗避難を勧められて、自動
車での避難をおこなった。おかげでなんとかぎりぎり津波到達前に避難場所に着くことができた。あ
のまま徒歩で避難を続けていたら、避難場所への到達は難しかったと思う。（保育施設）
●避難場所の直前の坂を上ったところに、避難者が放棄していったと思われる自動車が止まっていて、
鍵が残されていなかったため、動かすこともできず、大渋滞を引き起こしていた。あの1台のために命
を落とした人が多数いたと思う。（保育施設）
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保育施設の耐震性を確認しましょう
“地震で建物が壊れないこと”、これが子どもや職員の命を守る第一の条件です。
まずは保育施設が新耐震基準を満たしているか、確認しましょう。新耐震基準を満たしてい
ても心配な箇所がある場合は、建物管理者や施工会社などに相談し、建物や内部を診断し
てもらいましょう。

１．新耐震基準
　1981年（昭和56年）6月に建築基準法は改正され、「新耐震基準」が施行されました。これを受けて、
法施行以降に建築された建物は「新耐震基準」で求められる旧来以上の安全性を満たしており、建物の耐
震性を判断する上での大まかな目安となっています。

２．東日本大震災の地震波
　東日本大震災の地震波は、阪神淡路大震災のそれと比べると、建物に被害が出やすい周期帯の波が
小さく（【地震波の周期分布】参照）、地震規模の割に地震動による建物被害が少なかったと言われてい
ます。
　そのため、被災地において“今回の地震で被害がなかったので、うちの施設は大丈夫”と判断するのは
危険です。新潟県中越地震では、新耐震基準を満たしていた保育施設が全壊指定を受けたケースもあり
ます。保育施設に心配な箇所がある場合は、建物管理者や施
工会社などに相談し、建物や内部に地震に弱いところがない
か診断をしてもらいましょう。
　

３．助成制度
　旧耐震建物の耐震診断や耐震補強等に関しては、自治体で
様々な相談・助成を行っています。市町村に制度の有無や制度
内容等を事前に確認することをお勧めします。

その1

【地震波の周期分布】

【ワークショップからの声】
●建物の構造を免震にしており、安全が確保できたので、近隣への支援も行えた。（保育施設）

建物に被害が
出やすい周期帯

東北地方太平洋沖地震  築館（NS）
岩手県沿岸北部地震  玉山（NS）
岩手県沿岸北部地震  種市（NS）
岩手・宮城内陸地震  一関東（NS）
兵庫県南部地震  JMA神戸（NS）
新潟県中越地震  JMA川口町（EW）
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保育施設でで子どもを守る知恵

【地震編】

　　その１　保育施設の耐震性を確認しましょう

　　その２　内部の安全化を図りましょう

　　その３　保育施設に備蓄しましょう

　　その４　緊急時の連絡手段を複数確保しましょう

　　その５　災害時対応について保護者と事前取り決めを交わしましょう

　　その６　素早い避難に向けて工夫しましょう

　　その７　マニュアルを策定し、訓練を行いましょう

　　その８　職員への配慮も忘れないようにしましょう

　　その９　近隣の人々と助け合いましょう

　　その１０　落ち着いて子どもを引渡しましょう

　　その１１　保育施設のＢＣＰ（事業継続計画）を策定しましょう

　　その１２　保育施設同士のネットワークを構築しましょう

【津波編】

　　その１　避難場所、避難ルートを確認しておきましょう　

　　その２　保護者との「一緒に避難」を検討しましょう　

　　その３　持ち出し品は優先順位を決めて用意しましょう

　　その４　地域で連携した訓練を実施しましょう　

　　その５　マニュアルにこだわりすぎず、柔軟な状況判断を大切にしましょう
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